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(54)【発明の名称】 自発光型表示装置

(57)【要約】
【課題】ドライバに供給する電流又は印加する電圧の値
を制御することなく発光輝度を制御することができる自
発光型表示装置を提供する。
【解決手段】自発光型表示装置１は、電流の供給される
時間に基づいた輝度で発光する有機ＥＬ素子を有するＥ
Ｌディスプレイ２と、ＥＬディスプレイ２に、入力され
る画像データＧ２（Ｇ３）に基づいた時間、電流を供給
するデータドライバ４と、輝度変更信号Ｓ１に応じて画
像データＧ２を変換し、その変換画像データＧ３をデー
タドライバ４に出力する画像データ変換回路６とを備え
る。これにより、輝度変更信号Ｓ１に応じてＥＬディス
プレイ２の輝度が変換される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  供給される電流又は印加される電圧に基
づいた輝度で発光する発光部と、
前記発光部に、入力される画像データに基づいた電流を
供給又は電圧を印加する駆動回路部と、
輝度変更信号に応じて前記画像データを変換し、その変
換画像データを前記駆動回路部に出力する画像データ変
換部とを備えた自発光型表示装置。
【請求項２】  前記発光部は、電流の供給される時間又
は電圧の印加される時間に基づいた輝度で発光するもの
であって、
前記駆動回路部は、前記画像データに基づいた時間、電
流を供給又は電圧を印加するものである請求項１に記載
の自発光型表示装置。
【請求項３】  前記画像データは、多段階の階調値に応
じた階調データを含み、
前記画像データ変換部は、前記輝度変更信号に応じて前
記階調データの階調値を略比例した値に変換するもので
ある請求項１又は２に記載の自発光型表示装置。
【請求項４】  前記画像データ変換部は、前記輝度変更
信号に応じて前記階調値を示す複数のビットをシフトす
ることで前記階調値を略半分の値に変換するビットシフ
タである請求項３に記載の自発光型表示装置。
【請求項５】  電流の供給される時間又は電圧の印加さ
れる時間に基づいた輝度で発光する発光部と、
前記発光部に、入力される画像データ及びクロックに基
づいた時間、電流を供給又は電圧を印加する駆動回路部
と、
輝度変更信号に応じて前記クロックの周期を変換し、そ
の変換クロックを前記駆動回路部に出力するクロック周
期変換部とを備えた自発光型表示装置。
【請求項６】  前記クロック周期変換部は、前記輝度変
更信号に応じて前記クロックの周期を半分に変換するも
のである請求項５に記載の自発光型表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機ＥＬ（エレク
トロルミネッセンス）素子等の発光素子を有する自発光
型表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】近年、携帯電話等には表示装置が設けら
れ、その表示装置としては、有機ＥＬ（エレクトロルミ
ネッセンス）素子等の発光素子を有する自発光型のもの
がある。そして、自発光型表示装置としては、有機ＥＬ
素子がマトリックス状に配置されたＥＬディスプレイ
と、該有機ＥＬ素子に電流を供給又は電圧を印加するた
めのドライバとを備えたものがある。そして、このドラ
イバとしては、画像データの階調データに基づいた時
間、有機ＥＬ素子に電流を供給（電圧を印加）すること
により、有機ＥＬ素子の階調（発光輝度）を、階調デー
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タに基づいた値にするものがある。このような自発光型
表示装置では、赤・緑・青（ＲＧＢ）の３原色に対応し
た有機ＥＬ素子を用いるとともに、各（各色毎の）階調
データの階調値をそれぞれ例えば２５６階調とすること
で、フルカラー（約１６７０万色）のカラー画像を表示
することができる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】ところで、上記のよう
な自発光型表示装置では、電流を供給（電圧を印加）す
る時間を変更することにより有機ＥＬ素子の階調（発光
輝度）を制御するため、ドライバには、通常、一定の電
流値の電流が供給（電圧が印加）されていればよい。即
ち、定電流源（定電圧源）を用いればよい。
【０００４】しかしながら、上記のような自発光型表示
装置では、携帯電話の省電力モード（待ち受け中に用い
られるモード）等、点灯しながらも輝度が小さくてよい
場合、ドライバに供給する電流（印加する電圧）を通常
より小さくする必要が生じる。よって、上記のような自
発光型表示装置では、定電流源（定電圧源）に加えて電
流値（電圧値）を変える回路（電流変換回路（電圧変換
回路））等を設ける必要が生じる。このことは、自発光
型表示装置のコストを増大させる原因となる。
【０００５】本発明は前記の問題点に鑑みてなされたも
のであって、その目的は、ドライバに供給する電流又は
印加する電圧の値を制御することなく発光輝度を制御す
ることができる自発光型表示装置を提供することにあ
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段】前記の目的を達成するた
め、請求項１に記載の発明では、自発光型表示装置は、
供給される電流又は印加される電圧に基づいた輝度で発
光する発光部と、前記発光部に、入力される画像データ
に基づいた電流を供給又は電圧を印加する駆動回路部
と、輝度変更信号に応じて前記画像データを変換し、そ
の変換画像データを前記駆動回路部に出力する画像デー
タ変換部とを備えた。この発明においては、発光部に、
駆動回路から画像データに基づいた電流が供給又は電圧
が印加され、該発光部は供給される電流又は印加される
電圧に基づいた輝度で発光する。そして、輝度変更信号
に応じて画像データ変換部にて前記画像データが変換さ
れ、その変換画像データが駆動回路部に出力される。よ
って、発光部には、輝度変更信号に応じて変換画像デー
タに基づいた電流が供給又は電圧が印加される。これに
より、駆動回路部に供給される電流又は印加される電圧
の値を制御することなく、即ち、電流変換回路や電圧変
換回路等を設けることなく、発光部の発光輝度を変更す
ることができる。
【０００７】請求項２に記載の発明は、請求項１に記載
の自発光型表示装置において、前記発光部は、電流の供
給される時間又は電圧の印加される時間に基づいた輝度
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3
で発光するものであって、前記駆動回路部は、前記画像
データに基づいた時間、電流を供給又は電圧を印加する
ものである。この発明においては、発光部に、駆動回路
から画像データに基づいた時間、電流が供給又は電圧が
印加され、該発光部は電流の供給される時間又は電圧の
印加される時間に基づいた輝度で発光する。そして、輝
度変更信号に応じて画像データ変換部にて前記画像デー
タが変換され、その変換画像データが駆動回路部に出力
される。よって、発光部には、輝度変更信号に応じて変
換画像データに基づいた時間、電流が供給又は電圧が印
加される。これにより、駆動回路部に供給される電流又
は印加される電圧の値を制御することなく、即ち、電流
変換回路や電圧変換回路等を設けることなく、発光部の
発光輝度を変更することができる。
【０００８】請求項３に記載の発明は、請求項１又は２
に記載の自発光型表示装置において、前記画像データ
は、多段階の階調値に応じた階調データを含み、前記画
像データ変換部は、前記輝度変更信号に応じて前記階調
データの階調値を略比例した値に変換するものである。
この発明においては、輝度変更信号に応じて画像データ
変換部にて階調データの階調値が略比例した値に変換さ
れる。よって、階調データは、その階調値が一様に変換
され、発光部に供給される電流又は印加される電圧も一
様に変更される。これにより、発光部の発光輝度を一様
に変更することができる。
【０００９】請求項４に記載の発明は、請求項３に記載
の自発光型表示装置において、前記画像データ変換部
は、前記輝度変更信号に応じて前記階調値を示す複数の
ビットをシフトすることで前記階調値を略半分の値に変
換するビットシフタである。この発明においては、輝度
変更信号に応じてビットシフタにて階調値を示す複数の
ビットがシフトされることで前記階調値が略半分の値に
変換される。よって、簡単な構成で、発光部の発光輝度
を一様に小さくすることができる。
【００１０】請求項５に記載の発明では、自発光型表示
装置は、電流の供給される時間又は電圧の印加される時
間に基づいた輝度で発光する発光部と、前記発光部に、
入力される画像データ及びクロックに基づいた時間、電
流を供給又は電圧を印加する駆動回路部と、輝度変更信
号に応じて前記クロックの周期を変換し、その変換クロ
ックを前記駆動回路部に出力するクロック周期変換部と
を備えた。この発明においては、発光部に、駆動回路か
ら画像データ及びクロックに基づいた時間、電流が供給
又は電圧が印加され、該発光部は電流の供給される時間
又は電圧の印加される時間に基づいた輝度で発光する。
そして、輝度変更信号に応じてクロック周期変換部にて
クロックの周期が変換され、その変換クロックが駆動回
路部に出力される。よって、発光部には、輝度変更信号
に応じて変換クロックに基づいた時間、電流が供給又は
電圧が印加される。これにより、駆動回路部に供給され
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る電流又は印加される電圧の値を制御することなく、即
ち、電流変換回路や電圧変換回路等を設けることなく、
発光部の発光輝度を変更することができる。
【００１１】請求項６に記載の発明は、請求項５に記載
の自発光型表示装置において、前記クロック周期変換部
は、前記輝度変更信号に応じて前記クロックの周期を半
分に変換するものである。この発明においては、輝度変
更信号に応じてクロック周期変換部にてクロックの周期
が半分に変換される。よって、発光部に電流が供給され
る時間又は電圧が印加される時間は一様に半分に変更さ
れる。これにより、簡単な構成で発光部の発光輝度を一
様に小さくすることができる。
【００１２】
【発明の実施の形態】（第１実施形態）以下、本発明を
携帯電話に用いられる自発光型表示装置に具体化した第
１実施形態を図１及び図２に従って説明する。
【００１３】図１に示すように、自発光型表示装置１
は、パッシブマトリックス駆動方式であって、発光部と
してのＥＬディスプレイ２、スキャンドライバ３、駆動
回路部としてのデータドライバ４、コントローラ５、及
び画像データ変換部としての画像データ変換回路６等を
備えている。
【００１４】ＥＬディスプレイ２は、赤・緑・青（ＲＧ
Ｂ）の３原色に対応した有機ＥＬ素子がマトリックス状
に配置されたカラーディスプレイである。詳しくは、Ｅ
Ｌディスプレイ２には、横方向（図１中、左右方向）に
沿って延びる陰極線（スキャン線）が縦方向に並列して
複数設けられるとともに、縦方向に沿って延びる陽極線
（データ線）が横方向に並列して複数設けられ、その陰
極線と陽極線が交差する位置にそれぞれ有機ＥＬ素子が
接続されている。尚、有機ＥＬ素子は、供給される電流
に基づいた（本実施の形態では、電流が供給される時間
に基づいた）階調（輝度）で発光する。
【００１５】スキャンドライバ３は、入力される制御デ
ータＧ１に基づいて、陰極線を所定時間毎に順次選択し
てグランドに接続する。データドライバ４は、入力され
るデータドライバ用の画像データ（階調データや制御デ
ータを含む）Ｇ２（Ｇ３）に基づいて、前記スキャンド
ライバ３と同期し、陽極線に電流を供給する。詳しく
は、データドライバ４は、画像データＧ２（Ｇ３）の制
御データに基づいて陽極線を選択し、該陽極線に画像デ
ータＧ２（Ｇ３）の階調データに基づいた時間、電流を
供給する。ここで、本実施の形態の階調データは、２５
６階調の階調値（０～２５５）を示す８ビットのデータ
である。そして、本実施の形態のデータドライバ４は、
前記階調値（０～２５５）と外部から入力されるクロッ
クに基づいた時間（即ち階調値×クロック（１周期）
［ｓｅｃ］）だけ、前記陽極線に電流を供給する。尚、
前記クロックは、陽極線（ＥＬディスプレイ２）への電
流供給時間に関して基準に用いられるものであって、デ
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5
ータドライバ４には動作基準となる動作クロックが別に
入力される。
【００１６】又、前記スキャンドライバ３及びデータド
ライバ４には、定電流源である電源回路７が接続され、
該電源回路７から一定の電流値の電流が供給されてい
る。コントローラ５は、外部から入力される画像データ
（階調データや制御データを含む）Ｇに基づいて、スキ
ャンドライバ３に制御データＧ１を出力するとともに、
画像データ変換回路６にデータドライバ用の画像データ
（階調データや制御データを含む）Ｇ２を出力する。
【００１７】画像データ変換回路６は、外部から入力さ
れる輝度変更信号Ｓ１に応じて、前記データドライバ用
の画像データＧ２を変換する。即ち、画像データ変換回
路６は、輝度変更信号Ｓ１が入力されていないとき、コ
ントローラ５からの画像データＧ２（階調データ）をそ
のままデータドライバ４に出力する。又、画像データ変
換回路６は、輝度変更信号Ｓ１が入力されているとき、
コントローラ５からの画像データＧ２を変換し、その変
換画像データＧ３をデータドライバ４に出力する。この
とき、画像データ変換回路６は、画像データＧ２の階調
データの階調値（０～２５５）を略比例した値に変換す
る。本実施の形態では、画像データ変換回路６は、ビッ
トシフタであって、輝度変更信号Ｓ１に応じて階調値
（０～２５５）を示すビット（８ビット）をシフトする
ことで前記階調値（０～２５５）を略半分の階調値（０
～１２７）に変換する（図２参照）。
【００１８】尚、前記輝度変更信号Ｓ１は、携帯電話に
おける省電力モード（待ち受け中等に用いられるモー
ド）時に、画像データ変換回路６に入力される信号であ
る。次に上記のように構成された自発光型表示装置１の
作用を説明する。
【００１９】コントローラ５に外部から画像データ（階
調データや制御データを含む）Ｇが入力されると、該コ
ントローラ５からスキャンドライバ３に制御データＧ１
が出力されるとともに、画像データ変換回路６にデータ
ドライバ用の画像データ（階調データや制御データを含
む）Ｇ２が出力される。
【００２０】そして、画像データ変換回路６に輝度変更
信号Ｓ１が入力されていないときにおいては、該画像デ
ータ変換回路６からデータドライバ４に、画像データＧ
２がそのまま出力される。
【００２１】すると、スキャンドライバ３にて、ＥＬデ
ィスプレイ２の陰極線が所定時間毎に順次選択されてグ
ランドに接続される。又、データドライバ用の画像デー
タ（階調データや制御データを含む）Ｇ２に基づいて、
データドライバ４にて、ＥＬディスプレイ２の陽極線に
電流が供給される。尚、このとき、陽極線には、画像デ
ータＧ２の階調データに基づいた時間（階調値（０～２
５５）×クロック（１周期）［ｓｅｃ］）、電流が供給
される。
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【００２２】すると、電流が供給される時間に基づいた
階調（輝度）でＥＬディスプレイ２の有機ＥＬ素子が発
光される。尚、このとき、赤・緑・青（ＲＧＢ）の３原
色に対応した有機ＥＬ素子がそれぞれ２５６階調で発光
されることから、ＥＬディスプレイ２には、フルカラー
（約１６７０万色）のカラー画像が表示される。
【００２３】一方、画像データ変換回路６に輝度変更信
号Ｓ１が入力されているときにおいては、該画像データ
変換回路６にて画像データＧ２が変換画像データＧ３に
変換され、該画像データ変換回路６からデータドライバ
４に、変換画像データＧ３が出力される。尚、本実施の
形態では、画像データＧ２における階調データを示すビ
ット（８ビット）がシフトされることで階調値（０～２
５５）が略半分の階調値（０～１２７）とされた変換画
像データＧ３が生成される。
【００２４】すると、変換画像データ（階調データや制
御データを含む）Ｇ３に基づいて、データドライバ４に
て、ＥＬディスプレイ２の陽極線に電流が供給される。
尚、このとき、陽極線には、画像データＧ３の階調デー
タに基づいた時間（階調値（０～１２７）×クロック
（１周期）［ｓｅｃ］）、電流が供給される。
【００２５】すると、電流が供給される時間に基づいた
階調（輝度）でＥＬディスプレイ２の有機ＥＬ素子が発
光される。このとき、有機ＥＬ素子（ＥＬディスプレイ
２）に電流が供給される時間は、輝度変更信号Ｓ１が入
力されていない場合に比べて、一様に略半分とされるた
め、該有機ＥＬ素子（ＥＬディスプレイ２）の発光輝度
は一様に小さくなる。
【００２６】従って、この第１実施形態では以下のよう
な効果を得ることができる。
（１）データドライバ４に供給される電流の値を制御す
ることなく、即ち、定電流源である電源回路７のみで電
流変換回路や電圧変換回路等を設けることなく、ＥＬデ
ィスプレイ２（有機ＥＬ素子）の発光輝度を変更するこ
とができる。これにより、例えば、自発光型表示装置１
のコストを低減することが可能となる。
【００２７】（２）輝度変更信号Ｓ１に応じて画像デー
タ変換回路６にて階調データの階調値（０～２５５）が
略比例した値に変換される。よって、階調データは、そ
の階調値が一様に変換され、ＥＬディスプレイ２（有機
ＥＬ素子）に供給される電流（詳しくは電流が供給され
る時間）も一様に変更される。これにより、ＥＬディス
プレイ２（有機ＥＬ素子）の発光輝度を一様に変更する
ことができる。
【００２８】（３）画像データ変換回路６はビットシフ
タとされ、輝度変更信号Ｓ１に応じて階調データの階調
値（０～２５５）を示す複数のビットがシフトされるこ
とで前記階調値が略半分の値（０～１２７）に変換され
る。よって、ＥＬディスプレイ２（有機ＥＬ素子）に電
流が供給される時間が一様に半分に変更される。これに
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7
より、省電力モード時、極簡単な構成で、ＥＬディスプ
レイ２（有機ＥＬ素子）の発光輝度を一様に小さくする
ことができる。
【００２９】（第２実施形態）以下、本発明を携帯電話
に用いられる自発光型表示装置に具体化した第２実施形
態を図３及び図４に従って説明する。尚、本実施の形態
では、第１実施形態と同様の部材については同様の符号
を付してその詳細な説明を一部省略する。
【００３０】図１に示すように、自発光型表示装置１１
は、パッシブマトリックス駆動方式であって、発光部と
してのＥＬディスプレイ２、スキャンドライバ３、駆動
回路部としてのデータドライバ４、コントローラ５、及
びクロック周期変換部としてのクロック周期変換回路１
２等を備えている。
【００３１】データドライバ４は、入力されるデータド
ライバ用の画像データ（階調データや制御データを含
む）Ｇ２及びクロックＣＬＫ１（ＣＬＫ２）に基づい
て、前記スキャンドライバ３と同期し、陽極線に電流を
供給する。詳しくは、データドライバ４は、画像データ
Ｇ２の制御データに基づいて陽極線を選択し、該陽極線
に画像データＧ２の階調データ及びクロックＣＬＫ１
（ＣＬＫ２）に基づいた時間、電流を供給する。ここ
で、本実施の形態の階調データは、２５６階調の階調値
（０～２５５）を示す８ビットのデータである。そし
て、本実施の形態のデータドライバ４は、前記階調値
（０～２５５）とクロックＣＬＫ１（ＣＬＫ２）に基づ
いた時間（即ち階調値×クロック（１周期）［ｓｅ
ｃ］）だけ、前記陽極線に電流を供給する。尚、前記ク
ロックＣＬＫ１（ＣＬＫ２）は、ＥＬディスプレイ２
（陽極線）への電流供給時間に関して基準に用いられる
ものであって、データドライバ４には動作基準となる動
作クロックが別に入力される。
【００３２】コントローラ５は、外部から入力される画
像データ（階調データや制御データを含む）Ｇに基づい
て、スキャンドライバ３に制御データＧ１を出力すると
ともに、データドライバ４にデータドライバ用の画像デ
ータ（階調データや制御データを含む）Ｇ２を出力す
る。
【００３３】クロック周期変換回路１２は、外部から入
力される輝度変更信号Ｓ２に応じて、入力されるクロッ
クＣＬＫ１の周期を変更し、その変換クロックＣＬＫ２
を前記データドライバ４に出力する。詳しくは、クロッ
ク周期変換回路１２は、輝度変更信号Ｓ２が入力されて
いないとき、入力されるクロックＣＬＫ１をそのままデ
ータドライバ４に出力する。又、クロック周期変換回路
１２は、輝度変更信号Ｓ２が入力されているとき、入力
されるクロックＣＬＫ１の周期を変換し、その変換クロ
ックＣＬＫ２をデータドライバ４に出力する。このと
き、本実施の形態のクロック周期変換回路１２は、クロ
ックＣＬＫ１の周期を半分に変換する（図４参照）。
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【００３４】尚、スキャンドライバ３には、輝度変更信
号Ｓ２に関わらず外部からクロックＣＬＫ１が入力され
るとともに、動作基準となる動作クロックが入力され
る。又、前記輝度変更信号Ｓ２は、携帯電話における省
電力モード（待ち受け中等に用いられるモード）時に、
クロック周期変換回路１２に入力される信号である。
【００３５】次に上記のように構成された自発光型表示
装置１１の作用を説明する。コントローラ５に外部から
画像データ（階調データや制御データを含む）Ｇが入力
されると、該コントローラ５からスキャンドライバ３に
制御データＧ１が出力されるとともに、データドライバ
４にデータドライバ用の画像データ（階調データや制御
データを含む）Ｇ２が出力される。
【００３６】又、クロック周期変換回路１２に輝度変更
信号Ｓ２が入力されていないとき、入力されるクロック
ＣＬＫ１はそのままデータドライバ４に出力される。す
ると、スキャンドライバ３にて、ＥＬディスプレイ２の
陰極線が所定時間毎に順次選択されてグランドに接続さ
れる。
【００３７】又、データドライバ用の画像データ（階調
データや制御データを含む）Ｇ２及びクロックＣＬＫ１
に基づいて、データドライバ４にて、ＥＬディスプレイ
２の陽極線に電流が供給される。このとき、陽極線に
は、画像データＧ２の階調データ及びクロックＣＬＫ１
に基づいた時間（階調値（０～２５５）×クロックＣＬ
Ｋ１（１周期）［ｓｅｃ］）、電流が供給される。例え
ば、階調データの階調値が「１０」であるとき、陽極線
には、図４（ａ）に示すように、階調値「１０」とクロ
ックＣＬＫ１（１周期）「Ｔ」を掛算した時間「１０
Ｔ」［ｓｅｃ］、電流が供給される。
【００３８】すると、電流が供給される時間に基づいた
階調（輝度）でＥＬディスプレイ２の有機ＥＬ素子が発
光される。尚、このとき、赤・緑・青（ＲＧＢ）の３原
色に対応した有機ＥＬ素子がそれぞれ２５６階調で発光
されることから、ＥＬディスプレイ２には、フルカラー
（約１６７０万色）のカラー画像が表示される。
【００３９】一方、クロック周期変換回路１２に輝度変
更信号Ｓ２が入力されているとき、クロック周期変換回
路１２にてクロックＣＬＫ１が変換クロックＣＬＫ２に
変換され、該クロック周期変換回路１２からデータドラ
イバ４に、変換クロックＣＬＫ２が出力される。尚、本
実施の形態のクロック周期変換回路１２では、クロック
ＣＬＫ１の周期が半分に変換された変換クロックＣＬＫ
２が生成される。
【００４０】そして、データドライバ用の画像データ
（階調データや制御データを含む）Ｇ２及びクロックＣ
ＬＫ２に基づいて、データドライバ４にて、ＥＬディス
プレイ２の陽極線に電流が供給される。このとき、陽極
線には、画像データＧ２の階調データ及びクロックＣＬ
Ｋ２に基づいた時間（階調値（０～２５５）×クロック
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9
ＣＬＫ２（１周期）［ｓｅｃ］）、電流が供給される。
例えば、階調データの階調値が「１０」であるとき、陽
極線には、図４（ｂ）に示すように、階調値「１０」と
クロックＣＬＫ２（１周期）「Ｔ／２」を掛算した時間
「５Ｔ」［ｓｅｃ］、電流が供給される。
【００４１】すると、電流が供給される時間に基づいた
階調（輝度）でＥＬディスプレイ２の有機ＥＬ素子が発
光される。このとき、有機ＥＬ素子（ＥＬディスプレイ
２）に電流が供給される時間は、輝度変更信号Ｓ２が入
力されていない場合に比べて、一様に半分とされるた
め、該有機ＥＬ素子（ＥＬディスプレイ２）の発光輝度
は一様に小さくなる。
【００４２】従って、この第２実施形態では以下のよう
な効果を得ることができる。
（１）データドライバ４に供給される電流の値を制御す
ることなく、即ち、定電流源である電源回路７のみで電
流変換回路や電圧変換回路等を設けることなく、ＥＬデ
ィスプレイ２（有機ＥＬ素子）の発光輝度を変更するこ
とができる。これにより、例えば、自発光型表示装置１
１のコストを低減することが可能となる。
【００４３】（２）輝度変更信号Ｓ２に応じてクロック
周期変換回路１２にてクロックＣＬＫ１の周期が半分に
変換される。よって、ＥＬディスプレイ２（有機ＥＬ素
子）に電流が供給される時間が一様に半分に変更され
る。これにより、省電力モード時、ＥＬディスプレイ２
（有機ＥＬ素子）の発光輝度を一様に小さくすることが
できる。
【００４４】なお、実施形態は上記に限定されず、例え
ば、次の態様に変更してもよい。
○上記第１実施形態では、画像データ変換回路６は、ビ
ットシフタであり、輝度変更信号Ｓ１に応じて階調値
（０～２５５）を示すビット（８ビット）をシフトする
ことで該階調値を略半分の階調値（０～１２７）に変換
するものとしたが、これに限らず階調値を変換する他の
画像データ変換部に変更してもよい。
【００４５】例えば、画像データ変換回路６を、輝度変
更信号Ｓ１に応じて階調値（０～２５５）を略比例した
値（半分以外であって、例えば０．８を掛算した値）に
変換する画像データ変換部に変更してもよい。このよう
にしても、上記第１実施形態の効果（１）、（２）と同
様の効果を得ることができる。又、階調値（０～２５
５）を任意の値で掛算した値に変換する画像データ変換
部に変更してもよい。尚、この場合、例えば輝度変更信
号Ｓ１を、階調値（０～２５５）を０．７で掛算した値
に変換する旨の信号Ｓ１ａとしたり、階調値（０～２５
５）を０．３で掛算した値に変換する旨の信号Ｓ１ｂと
するといった必要がある。
【００４６】又、例えば、画像データ変換回路６を、輝
度変更信号Ｓ１が入力されていないとき、コントローラ
５からの画像データＧ２における階調値に係数ｋを乗じ
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て変換し、輝度変更信号Ｓ１が入力されているとき、画
像データＧ２をそのままデータドライバ４に出力するよ
うにしてもよい。即ち、通常時、階調値を常にｋ倍して
データドライバ４に出力し、省電力モード時、階調値を
そのままデータドライバ４に出力するようにする。尚、
係数ｋは、１より大きい値（Ｋ＞１）であって、例えば
２や４等である。又、この場合、通常時に階調値が常に
ｋ倍されることから、通常時にＥＬディスプレイ２の有
機ＥＬ素子が上記第１実施の形態と同様に発光するよう
に、コントローラ５からの画像データＧ２や画像データ
変換回路に入力されるクロックを適宜変更しておく必要
がある。このようにしても、上記第１実施形態の効果
（１）、（２）と同様の効果を得ることができる。又、
このようにすると、通常時と省電力モード時とで、ＥＬ
ディスプレイ２に表示できる階調数が増減することがな
い。
【００４７】又、例えば、画像データ変換回路６を、輝
度変更信号Ｓ１に応じて階調値（０～２５５）を所定値
減算した値に変換する画像データ変換部に変更してもよ
い。この場合、例えば、輝度変更信号Ｓ１に応じて階調
値（０～２５５）を「５０」減算する画像データ変換部
としてもよい。又、この場合、変換前の階調値が「５
０」以下のとき（「０～５０」のとき）は、全て、例え
ば階調値を「０」に変換する。このようにしても、上記
第１実施形態の効果（１）と同様の効果を得ることがで
きる。
【００４８】○上記第２実施形態では、クロック周期変
換回路１２は、クロックＣＬＫ１の周期を半分に変換す
るものとしたが、これに限らず周期を半分以外（例えば
０．８を掛算した値（０．８Ｔ））に変換する他のクロ
ック周期変換部に変更してもよい。このようにしても、
上記第２実施形態の効果（１）と同様の効果を得ること
ができる。又、省電力モード時、ＥＬディスプレイ２
（有機ＥＬ素子）の発光輝度を一様に小さくすることが
できる。
【００４９】○上記第１及び第２実施形態では、前記輝
度変更信号Ｓ１，Ｓ２は、携帯電話における省電力モー
ド（待ち受け中等に用いられるモード）時に、画像デー
タ変換回路６、クロック周期変換回路１２に入力される
信号としたが、これに限定されず、他のモード時に入力
される信号としてもよい。又、例えば、自発光型表示装
置１，１１を携帯電話以外の機器に用い、該機器に応じ
た信号としてもよい。
【００５０】○上記第１及び第２実施形態では、有機Ｅ
Ｌ素子を有したＥＬディスプレイ２を用いたが、他の発
光素子（例えばＥＬ素子）を有した他のディスプレイに
変更してもよい。
【００５１】○上記第１及び第２実施形態のＥＬディス
プレイ２は、赤・緑・青（ＲＧＢ）の３原色に対応した
有機ＥＬ素子を有し、フルカラー（約１６７０万色）の
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カラー画像を表示するものとしたが、これに限定されな
い。例えば、多数の階調を表示可能で単一色のみを表示
するものとしてもよい。又、例えば、約６万５千色や約
４千色のカラー画像を表示するものとしてもよい。
【００５２】○上記第１及び第２実施形態では、定電流
源である電源回路７を用い、データドライバ４は電流を
供給するためのものとし、ＥＬディスプレイ２の有機Ｅ
Ｌ素子は供給される電流に基づいた（電流が供給される
時間に基づいた）階調（輝度）で発光するようにした
が、これに限定されない。即ち、定電圧源である電源回
路とし、データドライバ４を電圧を印加するためのドラ
イバに変更し、有機ＥＬ素子を印加される電圧に基づい
た（電圧が印加される時間に基づいた）階調（輝度）で
発光するように変更してもよい。
【００５３】○上記第１及び第２実施形態の自発光型表
示装置１，１１は、パッシブマトリックス駆動方式のも
のとしたが、アクティブマトリックス駆動方式のものと
してもよい。
【００５４】前記実施形態及び別例から把握できる技術
的思想について、以下に記載する。
（１）請求項１又は２に記載の自発光型表示装置におい
て、前記画像データは、多段階の階調値に応じた階調デ
ータを含み、前記画像データ変換部は、前記輝度変更信
号に応じて前記階調データの階調値を所定値減算した値
に変換するものであることを特徴とする自発光型表示装
置。
【００５５】（２）請求項１乃至６、及び上記（１）の
いずれかに記載の自発光型表示装置において、前記輝度
変更信号は、省電力モード時に前記画像データ変換部に
入力される信号であることを特徴とする自発光型表示装
置。
【００５６】（３）請求項１乃至６、及び上記（１）、*
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*（２）のいずれかに記載の自発光型表示装置において、
前記発光部は、有機ＥＬ素子を有したＥＬディスプレイ
であることを特徴とする自発光型表示装置。
【００５７】（４）画像データに基づいた電流を供給又
は電圧を印加することで、供給される電流又は印加され
る電圧に基づいた輝度で発光する発光部を発光させる自
発光型表示装置の駆動方法であって、前記画像データを
画像データ変換部にて変換し、その変換画像データに基
づいた電流を供給又は電圧を印加することで前記発光部
の輝度を変換することを特徴とする自発光型表示装置の
駆動方法。
【００５８】
【発明の効果】以上詳述したように本発明によれば、ド
ライバに供給する電流又は印加する電圧の値を制御する
ことなく発光輝度を制御することができる自発光型表示
装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  第１実施形態の自発光型表示装置を示すブロ
ック図。
【図２】  画像データ変換回路を説明するための説明
図。
【図３】  第２実施形態の自発光型表示装置を示すブロ
ック図。
【図４】  （ａ）（ｂ）クロック周期変換回路を説明す
るための説明図。
【符号の説明】
２…発光部としてのＥＬディスプレイ、４…駆動回路部
としてのデータドライバ、６…画像データ変換部として
の画像データ変換回路、１２…クロック周期変換部とし
てのクロック周期変換回路、Ｇ，Ｇ２，Ｇ３…画像デー
タ（変換画像データ）、Ｓ１，Ｓ２…輝度変更信号、Ｃ
ＬＫ１，ＣＬＫ２…クロック（変換クロック）。

【図１】 【図２】



(8) 特開２００３－２２８３２７

【図３】 【図４】
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